


事業の概要

１．事業期間

• 事業開始 ：2024年4月
• 終了（予定） ：2031年3月

２．開発目標

• 小型炉で廃棄物ガス化の要素技術開発を行い、その結果
を反映しケミカルリサイクル全体の大規模実証を実施

• ケミカルリサイクルシステム全体での炭素有効利用率
27%以上

3.成果・進捗概要

• 小型炉実証設備の工事完了
• 2025年12月より実証試験を開始
• 廃熱回収技術以外の開発項目について成果を確認
• 現在、廃熱回収技術の実証試験を実施中































研究成果まとめ
開発④開発③開発②開発①

蒸発潜熱を利用した
熱交換器レスでの
ガス冷却技術

付着成分を多量に
含む精製前のガスか
らの廃熱回収技術

CO2をCOに転換す
る技術

スクリューフィーダを
用いた連続給じん
システム

開発
内容

熱交換器無しで安
定的にガス冷却が維
持できることを確認

現在、実証試験を
実施中 (良好な成
果を得られつつある)

ガス化炉に投入した
CO2の30％程度が
COに転換されること
を確認

①ガスのシールを維
持しつつ安定的なご
み投入が可能
②ガス流量および
ガス成分が安定化

実証
試験
成果

①ガス化プロセスの
コストダウン
②ガス化炉の設備
停止を防止し、連続
稼働時間を延長
(→ 化学品の収率
向上)

①ケミカルリサイクル
プロセス全体のコスト
ダウン
②同じく、脱炭素価
値(LCA)の改善

①プロセス全体から
のCO2排出削減
(→ 化学品のLCA
改善)
②化学品の収率、
炭素有効利用率の
向上

①化学品の収率最
大化→収益改善
②化学品合成設備
の設備容量最適化
による建設費削減

期待
効果



共に互いの強みを生かして廃棄物ケミカルリサイクル社会を実現しましょう


